
















打ち解けてる？




　アライオン十三騎兵隊との戦いが一段落したのち、俺は、最果ての国の宰相リィゼロッテ・オニクの部屋に招かれた。

　この頃のリィゼからは以前のような敵対的な態度はすっかり消えており、まあ、ちょっとしたお願いなんかもしやすくなっていた。たとえば──

「というか、さ、さっきからどこ見てるのよ？」

　言って、探るような視線を俺へ向けるリィゼ。

　……ま、そう聞かれるのを期待して露骨に視線を〝そこ〟へやっていたわけだが。

「アラクネの足ってどんな感じなのかと思ってな」

「どんな感じって言われても……普通でしょ」

　このアラクネは腕二本が人間型で、残りの六本が蜘蛛型──つまり上半身が人間で、下半身が蜘蛛という種族である。

「俺は育った環境の事情で、あんまり亜人に出会わずに生きてきた。だから、亜人と関わったのはここ最近のことなんだ。色々と、興味津々でな」

　それでセラスの耳も触らせてもらったりした、と付け加える。

　やや不服げなリィゼが、俺をプチ睨みする。

「ふーん……物珍しさってこと？」

「てよりは、知的好奇心と言い換えたいところだが」

「で、その知的好奇心で──何？　アタシの生足を拝みたいって？　ふんっ」

　腕組みし、つん、と顔を背けるリィゼ。

　リィゼは軍服テイストの装いをしている。で、首から下だと、肩、手首、腹くらいしか露出していない。そのため蜘蛛足は普段、完全に隠れてしまっている。

「その下がどんな感じになってるのか、気になる……ってのは、確かにある」

　チラリ、と。顔を背けた状態のリィゼが、視線だけを俺に寄越す。

　ちょっと赤くなっていた。

「……遠慮がない男ね、アンタって」

「相手の顔色をいちいち窺いながら生きるってのも──ま、得意なんだがな。けど、今のあんたには……言われてみると、不思議と遠慮がなくなってる。一度打ち解けちまえば、リィゼは話しやすいからじゃないか？」

　感情の動きが手に取るようにわかるので実際やりやすい相手ではある。

　上半身を前へ突き出し、疑る目つきで俺を見据えるリィゼ。

「打ち解けてる？」

　俺はリィゼと視線をしっかり合わせ、フン、と口端を吊り上げた。

「なんだ、違うのか？」

「────ッ」

　再び頬をサッと朱色に染め、リィゼが視線を逃がす。

「ゔぅ～……ま、まあそれでいいけど……」

　言って、リィゼはツインテールをぶわっと両手でかき上げた。そして、胸を張って続ける。

「し、仕方ないわね！　触らせてあげるわよ、生足！　特別よ!?」

「…………」

　見たい、とは確かに言った。

　が、触らせてくれとまでは言ってないんだがな。




「んっ……ちょ、ちょっと……そういう風に触るのは、だめだって……」

「ふーん。部位によっては、人肌より敏感だったりするんだな」

「そ、そうよっ……悪い？」

　そういう点では、セラスの耳とも似てるか。

「にしても──蜘蛛足ってなんかカッコイイよな」

「そ、そう？」

　まんざらでもなさそうな、リィゼ。

　元の世界でも蜘蛛をモチーフにしたヒーローは人気あったしな。

　蠅に、蜘蛛か。元いた世界だとけっこう気味悪がられる虫の代表格だ。が、今の俺の感覚だと奇妙な愛着を持っている気もする。

「はぁ、ん──ハッ!?　ちょ、ちょっと！　なんて触り方してんのよ！」

「悪い。どういう触り方が不快なのかわかんなくてな。他のアラクネとの今後の付き合いとかを考えても、一応教えてくれると嬉しいんだが」

「う、ゔぅ～……アンタ、反応が平常すぎるでしょっ──もう！　わかったわよ！　いい!?　ま、ず、は！　ここをこういう風に触ったらだめよ！　ほら、見てなさい！　こういう風に……はぁ、ん──ッ♪」

　……なんつーか。

　もし事情を知らない人が見たら、下手な誤解を招きそうな光景ではある。
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